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○ 学びの見える化

授業時間に２・３年生の教室を回ってみると２年生は数学科、３年生は社会科の授業を

行っていました。どちらの授業も先生の説明を真剣に聞く生徒の姿が見られました。

新型コロナウイルス感染症への対応で、グループ学習にも工夫が必要とされます。また、

人数の多い３年生の教室は、教室サイズの広い４階のフューチャールームへ移動していま

す。黒板ではなくホワイトボードのため、使用するマーカー（ペン）の色も４色を用意し、

できる限り生徒が見やすい色を使用するように心がけています。

○ 秩序の見える化

着任式・始業式・ふれあい学級卒業式では、顔を上げて姿勢良く話が聞ける生徒たち。

下校指導に出てみると、整然と並べられた自転車、重いかばんを荷台にくくる生徒たちに

「さようなら、気をつけて帰ってね！」と声をかけると「さようなら」と笑顔で返せる生

徒たち。朝読書の時間に教室を回ってみると落ち着いて読書をする生徒たちの姿が見られ

ました。

○ 貢献の見える化

４月９日(木)、入学式に向けて３年生は会場づくり、２年生は会場外の清掃をしていま

した。体育館へ向かう途中、丁寧に自転車置き場や下足箱の掃除をしている２年生の姿に

出会いました。体育館では、先生たちと協力して準備をしている３年生。重い物を率先し

て運んだり式次第の掲示を手伝う男子生徒、新入生の椅子を丁寧に並べる女子生徒の姿が

見られました。このような生徒たちの姿を見て大変嬉しい気持ちになり、一緒に椅子並べ

をさせてもらいました。

４月１０日(金)、令和２年度備前市立伊里中学校入学式を行うことができました。新入

生４６名を迎え、全校生徒数１１５名でのスタートを切ることができました。

当日は、新入生の欠席者もなく入学式を行うことができ、校長として大変ありがたかっ

たです。式辞では「感謝の気持ちを持つこと」と「自己管理する力の大切さ」について、

話をさせていただきました。

入学にあたり、中学校生活への不安もおありでしょうが、情熱と愛情をもって、新入生

たちが中学校生活で輝けるようサポートしてまいります。

新型コロナウイルス感染症への対応のため、検温、体調管理、マスクの着用など、ご理

解とご協力をお願いしなければなりませんが、今後ともどうぞよろしくお願い致します。


